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[P1-21] コンパクトシティ施策が都市構造にもたらす影響
*巻木 雅月1、安田 昌平2、菅澤 武尊3 (1. 慶應義塾大学大学院経済学研究科、2. 日本大学経済学部、3. 日本住
宅総合センター)
キーワード：コンパクトシティ、差の差分析（Difference in Differences design）

2011年以降、日本の人口は減少し続けており、減少率も年々大きくなっている。また、人口減
少の加速に伴い、自治体の維持が困難になることが避けられない問題となり、消滅可能性都市
に関する議論が活発化している。その中で、多くの自治体が様々な施策によって都市中心部に
設定した区域への居住誘導を行うことで都市規模を縮小するコンパクトシティ化を推し進めて
いる。特に富山県富山市については、政府が推進する以前から都市のコンパクト化を目指して
おり、OECDもコンパクトシティのモデル都市として挙げるなど、注目度の高い都市となって
いる。そこで、本論文では、施策の前後で①人口集約が進んだのか②地価が上昇したのかにつ
いて差の差分析を用いて明らかにした。分析結果から、人口は有意な上昇は見られないもの
の、施策を境に都市中心部における人口推移に変化が生じたことが明らかになった。また、地
価は有意に上昇したことが明らかになった。
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